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景
気
安
定
化
政
策
と
国
債
問
題

ヒ」

野
　
　
正

■

１皿皿ｖＶ

問
　
題

モ
デ
ル

比
較
静
学
的
検
討

そ
の
経
済
的
意
味

不
均
衡
状
態

１
　
間

題

　
目
本
経
済
の
潜
在
成
長
率
（
～
）
の
低
下
に
伴
っ
て
、
景
気
の
安
定
化
政
策
の
必
要
性
が
強
ま
る
と
共
に
、
経
済
の
『
証
券
化
』

や
国
債
の
累
積
化
現
象
が
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
景
気
の
安
定
化
政
策
に
っ
い
て
は
拙
稿
□
１
〕
に
譲
っ
て
、
本
稿
で
は
景
気

安
定
化
政
策
の
も
と
に
お
げ
る
経
済
の
『
証
券
化
』
、
国
債
の
累
積
化
の
間
題
を
扱
う
。

　
一
般
に
、
国
債
を
始
め
債
権
・
債
務
関
係
は
、
各
経
済
主
体
問
に
お
げ
る
所
得
・
富
の
分
配
構
造
と
財
貨
へ
の
支
出
構
造
と
の
ギ

ャ
ヅ
プ
を
う
め
る
も
の
と
し
て
発
生
す
る
。
支
出
行
動
は
所
得
や
富
の
分
配
に
制
約
さ
れ
る
が
、
「
信
用
」
関
係
が
発
達
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
支
出
行
動
は
分
配
関
係
に
よ
る
制
約
か
ら
あ
る
程
度
の
自
立
性
を
も
ち
う
る
よ
う
に
た
る
。



　
日
本
経
済
の
高
度
成
長
期
に
は
、
民
問
企
業
に
。
お
げ
る
高
い
実
現
利
潤
率
と
そ
れ
を
上
回
る
旺
盛
た
設
備
投
資
支
出
率
と
の
ギ
ヅ

ヤ
プ
が
、
目
銀
の
信
用
創
造
や
家
計
部
門
の
貯
蓄
超
過
に
よ
っ
て
埋
合
わ
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
潜
在
成
長
経
路
の
下
方
屈
折
と
と
も

に
、
民
間
設
備
投
資
支
出
の
増
加
率
は
大
幅
に
ー
低
下
し
、
他
方
そ
れ
に
－
と
も
な
う
経
済
の
不
安
定
化
を
抑
制
す
る
た
め
に
ー
、
政
府
は

景
気
安
定
化
政
策
の
強
化
を
迫
ら
れ
、
財
政
支
出
な
ど
に
よ
る
政
府
の
経
済
に
占
め
る
比
重
は
高
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
支
出
構
造
の

大
幅
な
変
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
度
成
長
期
に
形
成
さ
れ
た
分
配
構
造
は
そ
れ
程
に
は
変
化
し
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
支
出
構

造
と
分
配
構
造
と
の
ギ
ッ
ヤ
プ
は
拡
大
し
、
経
済
の
証
券
化
玩
象
が
強
ま
る
と
共
に
、
資
金
の
主
要
な
需
要
主
体
も
企
業
か
ら
政
府

へ
と
転
換
し
、
国
債
の
累
積
化
が
問
題
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
こ
こ
で
分
配
構
造
と
は
、
雇
用
関
係
に
お
げ
る
利
潤
率
と
実
質
賃
金
率
、
債
権
・
債
務
関
係
に
１
お
げ
る
利
子
率
、
政
府
の
民
間
経

済
主
体
に
対
す
る
税
率
を
い
う
。
又
、
「
証
券
」
と
は
、
広
く
債
権
・
債
務
の
表
現
手
段
を
意
味
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
本
稿
の
目
的
は
、
中
・
長
期
的
な
経
済
の
証
券
化
、
国
債
累
積
の
問
題
を
扱
い
、
こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
の
諸
方
策
を
検
討
す
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
こ
う
し
た
間
題
に
っ
い
て
「
中
長
期
的
な
」
と
限
定
さ
せ
た
意
味
は
、
経
済
の
証
券
化
や
国
債
の
累
積
化

に
伴
っ
て
生
じ
る
利
子
率
の
乱
高
下
、
あ
る
い
は
高
利
子
率
な
ど
の
投
機
的
現
象
や
、
，
貨
幣
供
給
政
策
と
も
絡
ま
っ
た
イ
ソ
フ
レ
ー

シ
ョ
ソ
、
更
に
は
国
債
償
還
な
ど
の
問
題
は
扱
わ
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
こ
れ
に
－
っ
い
て
は
菊
本
〔
２
〕
、
ト
ー
ビ
ソ
〔
３
〕
を
参
照

の
こ
と
）
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
低
成
長
に
よ
る
経
済
の
不
安
定
化
や
、
経
済
の
証
券
化
、
国
債
累
積
化
と
い
う
現
象
が
強
ま
る
程
、

そ
れ
だ
げ
重
要
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
扱
う
た
め
に
も
、
ま
ず
、
政
府
が
低
成
長
に
よ
っ
て
強
ま
っ
た
財
市
場
の

不
安
定
性
を
克
服
し
ょ
う
と
し
て
、
そ
れ
が
投
機
、
イ
ソ
フ
レ
、
国
債
僕
還
な
ど
の
問
題
に
ー
よ
っ
て
妨
害
さ
れ
ず
に
実
現
可
能
で
あ

る
と
し
た
時
に
生
じ
る
経
済
の
証
券
化
、
国
債
累
積
の
間
題
に
。
分
析
対
象
を
限
定
す
る
。

　
　
　
景
気
安
定
化
政
策
と
国
債
問
題
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
九
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八
五
三
）



立
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五
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三
七
〇
（
八
五
四
）

１
１

モ
デ
ル
の
設
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
間
題
を
鮮
明
に
さ
せ
る
た
め
に
、
前
掲
稿
ユ
と
同
様
に
以
下
の
よ
う
に
簡
単
化
さ
せ
る
。
生
産
技
術
条
件
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
｝
１
１
邑
肉
　
、
暑
Ｈ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
Ｈ
）

と
す
る
。
こ
こ
で
、
ツ
は
純
生
産
物
、
ｗ
は
雇
用
量
、
Ｋ
は
資
本
ス
ト
ッ
ク
、
６
は
設
備
の
稼
動
率
、
ｄ
は
産
出
係
数
（
正
常
産
出
・

資
本
比
率
）
１
１
一
定
、
〃
は
労
働
投
入
係
数
１
１
一
定
、
で
あ
る
。
資
本
家
は
設
備
の
正
常
稼
動
水
準
１
の
も
と
で
へ
の
要
求
利
潤
率

を
実
玩
で
き
る
よ
う
に
価
格
水
準
久
を
設
定
し
て
、
こ
の
価
格
で
販
売
す
る
と
す
れ
ぱ

　
　
　
　
戸
ぎ
１
ー
ミ
暑
十
～
＞
丙
　
　
　
崇
１
Ｉ
ｑ
肉

　
　
　
　
．
．
．
－
Ｈ
完
ミ
十
～
＼
ｑ
　
　
　
完
…
ミ
＼
＞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
い
）

と
た
る
。
こ
こ
で
〃
は
貨
幣
賃
金
率
、
Ｒ
は
実
質
賃
金
率
で
あ
る
。
資
本
家
は
、
利
子
、
租
税
の
追
加
的
負
担
を
考
慮
せ
ず
に
価
格

を
設
定
す
る
、
と
想
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
本
稿
で
は
労
働
者
の
労
働
供
給
態
度
は
考
慮
せ
ず
、
〃
１
１
一
定
と
し
て
お
く
。
簡

単
化
の
た
め
に
、
賃
金
所
得
者
と
利
子
所
得
者
と
を
個
人
又
は
家
計
と
し
て
一
括
し
て
扱
か
う
。
こ
の
仮
定
は
、
賃
金
所
得
者
と
利

子
所
得
者
の
問
の
消
費
性
向
、
税
率
な
ど
の
差
異
を
無
視
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
次
に
、
個
人
、
企
業
、
政
府
問
の
債
権
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

債
務
関
係
は
単
一
の
証
券
で
処
理
さ
れ
る
と
す
る
。
証
券
は
永
久
債
で
、
利
子
は
期
首
先
払
い
と
し
、
利
回
り
・
ｚ
は
外
生
的
に
バ
ラ

メ
ー
タ
と
し
て
扱
か
う
。
そ
う
す
る
と
個
人
の
実
質
所
得
は

　
　
　
　
完
宅
十
竜
　
　
　
尉
１
１
亭
十
射
Ｑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
い
山
）

と
な
る
。
、
こ
こ
で
３
は
家
計
の
期
首
に
お
げ
る
実
質
証
券
保
有
量
で
あ
り
、
間
接
金
融
を
無
視
す
れ
ば
杜
債
坊
と
国
債
場
と
の
和
で



あ
る
・
さ
し
あ
た
り
、
資
金
の
供
給
者
は
家
計
で
あ
り
、
企
業
と
政
府
は
資
金
の
需
要
者
と
考
え
て
お
く
が
、
坊
、
場
が
負
と
た
る

場
合
を
排
除
す
る
も
の
で
は
た
い
。
企
業
の
実
質
経
常
利
潤
、
実
質
純
利
潤
（
税
引
利
潤
）
は

　
　
　
　
ｋ
－
尉
宅
－
竜
ｑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
仁
）

　
　
　
　
（
Ｈ
↓
～
）
（
、
１
完
宅
－
竜
ｑ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
ｌ
蜆
）

と
た
る
。
ら
は
法
人
所
得
税
率
で
あ
る
。
個
人
所
得
税
率
を
な
と
す
れ
ぼ
政
府
の
実
質
税
収
丁
は

　
　
　
　
『
１
１
一
一
（
完
暑
十
§
ま
（
〒
完
暑
－
竃
ｑ
）
　
サ
ー
〈
ポ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
Ｉ
◎
）

と
な
る
。
政
府
の
財
政
支
出
を
Ｇ
と
す
れ
ぱ
政
府
の
冨
Ｈ
彗
８
ム
ざ
９
は

　
　
　
　
Ｏ
＋
寧
１
１
『
十
竃
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ミ
）

で
あ
る
。
企
業
の
設
備
投
資
を
工
と
す
れ
ぱ
企
業
の
蓬
Ｈ
彗
８
－
乙
。
ぎ
ｇ
は

　
　
　
　
Ｈ
ｌ
Ｉ
（
Ｈ
Ｉ
£
（
ｋ
Ｉ
肉
暑
－
亀
む
十
」
射
ｑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
ふ
）

　
　
注
１

と
な
る
。
財
市
場
の
需
給
一
致
条
件
は
、
家
計
の
消
費
性
向
を
ｏ
Ｈ
一
定
と
す
る
と

　
　
　
　
ｋ
ｌ
ー
る
↓
一
）
（
完
暑
十
§
十
Ｈ
＋
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
－
ｏ
）

と
な
る
。
以
上
の
各
式
を
Ｋ
で
割
っ
て
整
理
す
れ
ぱ

　
　
　
　
羊
亭
１
１
羊
営
。
　
ぎ
…
島
。
＼
亭
　
ぎ
…
炉
＼
声
　
而
Ｏ
＼
肉
　
　
　
　
（
～
．
Ｈ
◎
）

　
　
　
　
“
１
１
、
一
（
（
ｑ
－
～
）
助
十
§
十
呉
、
も
１
き
ｑ
）
　
　
“
…
↓
＼
戸
　
｝
…
吋
＼
肉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
Ｈ
Ｈ
）

　
　
　
　
内
１
１
（
Ｈ
↓
）
（
も
１
§
十
苧
早
　
内
川
く
声
　
ぎ
…
ミ
肉
　
　
　
　
　
　
（
心
－
§

　
　
　
　
～
１
１
（
Ｈ
Ｉ
む
（
、
も
１
亭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
お
）

　
　
　
景
気
安
定
化
政
策
と
国
債
間
題
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
一
（
八
五
五
）



　
　
　
　
立
命
館
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学
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三
十
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・
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四
・
五
合
併
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一
　
　
　
三
七
二
（
八
五
六
）

　
　
　
　
｝
１
１
苧
十
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
崖
）

　
　
　
　
邑
１
１
＼
（
（
・
ぺ
半
）
羊
§
十
内
丈
　
　
ぺ
辿
（
Ｈ
↓
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
工
岬
）

と
な
る
。
こ
こ
で
～
は
実
玩
純
利
潤
率
で
あ
る
。
投
資
関
数
を
｝
弩
８
、
置
塩
型
と
す
れ
ば

　
　
　
　
尊
・
、
筆
十
も
（
♀
１
Ｈ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
畠
）

で
あ
る
。
政
府
の
財
政
支
出
態
度
を
、
前
掲
稿
〔
１
〕
よ
り
、
｝
胃
３
干
置
塩
型
投
資
関
数
に
よ
る
不
安
定
性
を
あ
る
一
定
の
許
容

範
囲
内
に
押
え
込
む
こ
と
が
可
能
な
タ
イ
プ
と
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
政
府
は
、
そ
の
財
政
支
出
増
加
率
を
、
あ
る
長
期
成
長
率
伽

を
基
準
と
さ
せ
つ
つ
、
現
実
稼
動
率
が
運
営
目
標
と
し
て
の
正
常
稼
動
率
の
上
下
の
あ
る
範
囲
を
越
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
強
力
に
増

大
あ
る
い
は
減
少
さ
せ
て
、
現
実
稼
動
率
を
元
の
範
囲
内
に
押
え
込
も
う
と
す
る
、
と
仮
定
す
れ
ば
、

　
　
　
　
ぎ
一
１
１
芽
ま
（
Ｈ
↓
）
－
１
旦
　
ｋ
川
ら
＼
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
－
Ｓ

　
　
　
　
べ
１
Ｉ
ｋ
－
灼
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
Ｈ
ｏ
・
）
．

と
な
る
。
以
上
よ
り
独
立
の
条
件
式
は
、
（
甲
Ｈ
◎
）
一
（
甲
－
Ｈ
）
一
（
甲
旨
）
一
（
甲
崖
）
一
（
甲
岩
）
一
（
甲
富
）
一
（
甲
ミ
）
一
（
甲
Ｈ
◎
・
）
の
８

式
、
未
知
数
は
、
シ
戸
ぎ
ダ
箏
ぎ
戸
ｋ
の
８
ケ
で
体
系
は
完
結
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
経
済
の
証
券
化
の
指
標
と
し
て
、
　
「
経
済
の
証
券
化
率
」
Ｚ
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
お
く
。

　
　
　
　
庁
呂
翼
；
二
迂
二
£
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
宕
）

ぎ
ポ
ぎ
の
問
に
は

　
　
　
　
ア
評
－
苧
川
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
§

の
関
係
が
あ
る
か
ら
、
家
計
、
企
業
の
主
体
内
部
で
の
貸
借
関
係
を
無
視
す
れ
ば
、
Ｚ
は
経
済
主
体
問
の
債
権
・
債
務
量
の
民
問
資



本
量
に
対
す
る
比
率
を
表
わ
し
て
い
る
。
民
問
資
本
量
を
国
民
経
済
に
お
げ
る
有
形
資
産
の
代
理
変
数
と
み
な
せ
る
と
す
れ
ば
、
Ｚ

よ
、
甲
オ
・
Ｏ
◎
旨
乙
ｏ
旨
－
亭
の
目
内
（
ま
彗
ｏ
邑
ま
９
冨
－
～
ま
■
Ｈ
註
◎
）
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
（
川
口
〔
４
〕
）
。

　
　
注
－
　
残
る
経
済
主
体
で
あ
る
家
計
の
げ
肖
§
８
ム
訂
卑
は

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
Ｉ
ｏ
）
（
Ｈ
ー
グ
）
（
肉
オ
十
田
）
１
１
」
匝

　
　
　
　
と
た
る
。
こ
の
式
は
（
Ｎ
ー
べ
）
一
（
心
－
ｏ
◎
）
一
（
Ｎ
Ｉ
ｏ
）
か
ら
導
出
で
き
る
。

　
　
　
　
　
１
１
　
均
衡
状
態
と
比
較
静
学
的
検
討

　
　
　
　
　
－

　
我
々
の
モ
デ
ル
の
均
衡
状
態
と
は
軸
１
１
一
ぎ
ダ
｝
…
一
定
、
が
成
立
す
る
状
態
で
あ
る
。
こ
の
時
に
は
（
甲
嵩
）
一
（
甲
ミ
）

よ
り

　
　
　
　
ヂ
Ｈ
穿
１
－
ｋ
暑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｏ
。
山
）

と
た
る
。
又
、
（
甲
－
Ｏ
）
一
（
甲
竃
）
よ
り

　
　
　
　
吋
ｑ
１
－
向
ｑ
…
筆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｏ
。
山
）

で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
考
慮
し
て
均
衡
状
態
を
整
理
す
れ
ぼ

　
　
　
　
　
　
碧
Ｈ
（
Ｈ
ｌ
、
旧
）
（
～
１
き
ｑ
）
十
筆
亭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｏ
。
山
）

９

ｑ
ｌ
ー
べ
（
ｑ
Ｉ
～
十
§
十
祭
十
崇
　
　
　
べ
…
只
Ｈ
Ｉ
３

会
１
１
“
（
ｑ
Ｉ
～
十
き
）
十
ポ
（
～
ー
き
じ
十
（
筆
１
“
）
ぎ

｝
１
ー
ギ
十
評

景
気
安
定
化
政
策
と
国
債
問
題
（
北
野
）

　
　
　
　
　
（
ｏ
。
止
）

　
　
　
　
　
（
◎
。
ふ
）

　
　
　
　
　
（
ｏ
。
よ
）

三
七
三
（
八
五
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
四
（
八
五
八
）

と
な
る
。
（
ｏ
。
山
）
で
、
企
業
の
純
利
潤
は
正
と
考
え
て
よ
い
か
ら

　
　
　
　
～
↓
や
Ｖ
◎
リ
Ｈ
Ｖ
亭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｏ
。
ー
べ
）

と
な
る
。
均
衡
状
態
に
お
げ
る
内
生
変
数
は
～
、
帖
、
６
、
北
で
あ
り
、
バ
ラ
メ
ー
タ
は
ｇ
、
－
・
ｚ
、
む
、
ら
、

　
、
を
そ
の
バ
ラ
メ
ー
タ
で
全
徴
分
す
る
。

　
　
　
　
　
灼
－
只
一
１
“
旧
）
　
　
◎
　
　
　
◎
　
き
ｑ
　
　
Ｈ
－
亭
　
　
　
　
１
（
一
ー
ポ
）
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
＼
｝
　
　
　
　
Ｈ
　
　
、
評
　
１
１
　
　
１
Ｈ
　
、
灼
箏
十
　
　
　
ぺ
　
　
　
、
、
半
十
　
Ｉ
ｏ
（
ｑ
－
、
十
き
）

　
　
　
　
　
只
サ
ー
“
）
　
　
ざ
十
内
１
“
　
Ｉ
Ｈ
　
～
べ
　
　
　
ー
“
　
　
　
　
　
“
－
ー
ポ
　
　
　
　
　
　
ー
ｑ
＋
、
１
き

　
　
　
　
　
　
　
、
ー
き
ｑ
　
　
　
　
　
（
Ｈ
１
“
）
亭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
参
十
　
◎
呉
・
　
－
喜
　
睾
－
一
工
一
一
一
・
－
、
志
一
亭
　
　
　
雫
。
・
一

　
　
　
　
　
　
　
１
、
十
き
Ｑ
　
　
　
１
、
も
十
ポ
苧
十
｝
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
内
１
“
（
Ｈ
－
８
）
　
　
　
◎
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
一
と
川
　
　
言
　
　
　
　
　
、
　
　
　
Ｈ
ｌ
Ｉ
Ｉ
（
内
－
只
Ｈ
１
£
）
（
内
１
“
（
Ｈ
Ｉ
３
（
Ｈ
－
ｏ
）
）
　
　
　
　
（
◎
ｏ
ム
）

　
　
　
　
　
　
　
只
サ
ー
８
）
　
　
｝
“
十
内
１
“
　
ｌ
Ｈ

本
稿
で
は

　
　
　
　
八
Ｈ
順
べ
一
工
詐
よ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
。
。
－
Ｈ
◎
一

と
考
え
て
お
く
と

○
で
あ
る
。



と
た
る
。

一
と
く
◎

（
ｏ
。
よ
）
の
全
微
分
の
計
算
は
末
稿
に
一
括
し
て
示
す
と
し
て
、

そ
の
結
果
は
表
１
と
な
る
。

（
○
。
山
Ｈ
）

学静較比の、１表

　
　
　
　
２
俸
１
ｌ
Ｉ
Ｈ
＋
　
。
（
Ｈ
ふ
旨
い
　
～
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
◎
・
１
§

　
　
　
　
　
　
、
内
半
　
　
　
内
１
“
（
Ｈ
ｌ
“
－
）
（
Ｈ
ｌ
ｏ
）

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
暑

疹
か
つ
．
、
が
相
当
大
、
で
あ
れ
ば
劃
Ｖ
ｏ
も
あ
り
う
る
。

　
　
　
　
豆
晴
～
一
叩
一
Ｈ
－
§
一
工
一
一
工
一
一
干
祭
－
羊
一
一
よ
一
一
一
一
亨
◎
　
　
　
　
雷
。
・
一

　
　
　
　
１
Ｖ
　
比
較
静
学
的
結
論
の
経
済
的
意
味

　
次
節
Ｖ
の
結
論
を
先
取
り
す
る
こ
と
に
た
る
が
、
均
衡
状
態
＆
は
、
そ
の
均
衡
近
傍
に
お
い
て
不
安
定
で
発
散
す
る
が
、

　
　
　
景
気
安
定
化
政
策
と
国
債
問
題
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
五
（
八
五
九
）

均
衡
か



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
六
（
八
六
〇
）

ら
あ
る
程
度
乖
離
す
る
と
、
均
衡
状
態
＆
を
中
心
点
と
す
る
一
定
の
－
旨
デ
２
０
げ
上
を
循
環
運
動
す
る
。
山
の
比
較
静
学
的
検
討

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
異
な
る
諾
々
の
－
昌
岸
－
２
０
Ｈ
Ｏ
上
を
運
動
す
る
内
生
変
数
北
、
～
、
～
の
平
努
衡
が
、

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
差
に
応
じ
て
い
か
に
変
化
す
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
１
　
＆
の
効
果

　
み
が
低
い
程
、
企
業
の
財
市
場
へ
の
投
資
需
要
減
と
資
金
市
場
へ
の
設
備
投
資
用
の
資
金
需
要
減
の
結
果
、
～
は
よ
り
低
く
な
る
。

政
府
は
均
衡
（
～
１
Ｉ
Ｈ
）
を
維
持
す
る
た
め
に
両
市
場
の
超
過
供
給
を
吸
収
し
切
る
だ
げ
の
財
政
支
出
と
そ
の
た
め
の
資
金
需
要
を
増
加

さ
せ
、
帖
は
上
昇
す
る
。
間
題
は
、
み
の
低
下
に
伴
う
～
の
低
下
と
帖
の
増
加
と
の
合
成
結
果
と
し
て
な
ぜ
ろ
が
増
加
す
る
か
、
に

あ
る
。

　
あ
る
均
衡
状
態
か
ら
＆
の
よ
り
低
い
別
の
均
衡
状
態
へ
の
移
行
過
程
を
考
え
よ
う
。
後
述
の
よ
う
に
、
＆
の
均
衡
状
態
は
一
◎
ｓ
Ｈ

に
は
不
安
定
と
は
い
え
、
定
常
的
な
Ｈ
ぎ
宇
２
ｏ
Ｈ
¢
に
収
束
す
る
と
い
う
意
味
で
安
定
的
で
あ
り
、
＆
の
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
一
回
限

り
の
変
化
（
ｏ
罫
お
¢
）
に
伴
う
不
均
衡
は
、
や
が
て
変
化
し
た
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
別
の
定
常
的
な
Ｈ
ぎ
宇
２
ｏ
Ｈ
ｏ

上
の
運
動
へ
と
収
束
す
る
。
両
２
ｏ
Ｈ
ｏ
の
中
心
点
１
１
平
均
点
が
先
の
均
衡
状
態
に
対
応
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
均
衡
状
態
は
そ
の

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
変
化
に
対
し
て
－
安
定
的
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
初
期
（
Ｏ
期
）
に
蓄
積
率
が
＆
か
ら
＆
へ
低
下
し
た
と
し
よ
う
。
均
衡
（
、
Ｌ
）
を
維
持
す
る
た
め
に
設
備
投
資
の
減
少

は
財
政
支
出
の
増
加
に
よ
っ
て
埋
合
わ
さ
れ
る
。
初
期
の
家
計
所
得
は
み
で
増
加
す
る
の
で
家
計
の
資
金
供
給
も
＆
で
増
加
す
る
。

ぎ
１
１
貞
＼
ぢ
は
、
見
が
＆
で
増
加
し
た
の
に
ム
は
４
の
増
加
率
と
な
っ
た
の
で
上
昇
す
る
。
他
方
、
企
業
の
設
備
投
資
減
に
よ
る
資

金
需
要
減
は
政
府
の
財
政
支
出
増
に
よ
る
資
金
需
要
増
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
て
、
（
吋
Ｑ
、
十
吋
Ｑ
、
）
＼
お
に
つ
い
て
は
、
分
子
が
＆
で
増



加
す
る
の
に
分
母
は
＆
の
増
加
率
に
と
ど
ま
る
結
果
、
上
昇
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
資
金
需
給
に
関
し
て
も
家
計
側
の
勾
の
上
昇

と
均
衡
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
期
以
後
は
、
Ｋ
と
家
計
の
賃
金
所
得
は
共
に
＆
で
増
加
す
る
。
第
二
期
以
後
の
利
子
所
得
は
、
資

金
供
給
の
一
端
を
担
う
賃
金
所
得
の
増
加
率
が
＆
へ
低
下
し
た
の
で
＆
の
増
加
率
を
保
っ
こ
と
が
で
き
ず
、
漸
次
賃
金
所
得
増
加
率

銚
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
低
下
し
て
ゆ
き
＆
に
収
束
す
る
。
従
っ
て
ろ
も
上
昇
し
っ
っ
一
定
値
へ
収
東
す
る
。

　
次
に
、
＆
が
低
下
す
れ
ば
五
は
増
大
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
投
資
減
を
補
完
す
る
に
は
財
政
支
出
増
が
必
要
と
な
る
か
ら
、
と
い

う
こ
と
で
簡
明
で
あ
る
。
問
題
は
、
（
ｏ
．
Ｉ
Ｓ
）
よ
り
６
が
１
よ
り
十
分
大
き
く
、
．
ｚ
も
相
当
大
き
い
場
合
に
は
逆
の
場
合
が
生
じ
る

の
は
た
普
か
、
に
あ
る
。
＆
の
減
少
と
北
の
減
少
と
が
両
立
す
る
に
は
、
（
。
。
止
）
式
よ
り
、
＆
の
減
少
に
ー
よ
る
利
子
所
得
の
増
加
に

よ
っ
て
、
消
費
需
要
が
幽
の
減
少
率
以
上
に
増
加
し
な
げ
れ
ほ
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
き
＼
膏
怯
の
説
明
の
項
に
戻
っ
て
、
・
ｚ
や
ろ
が

大
き
い
程
、
個
人
所
得
に
占
め
る
利
子
所
得
の
比
重
は
大
き
く
な
り
、
従
っ
て
＆
が
低
下
し
た
時
の
ろ
の
増
加
率
は
よ
り
大
き
く
な

る
。
更
に
．
ｚ
が
大
き
い
程
、
６
が
増
加
し
た
時
の
利
子
所
得
の
増
加
率
も
大
き
く
な
り
、
従
っ
て
・
ｚ
や
ろ
が
十
分
大
き
い
時
に
は
、

み
の
減
少
を
凌
駕
す
る
消
費
需
要
の
増
加
が
生
じ
う
る
の
で
あ
る
。

　
２
　
要
求
利
潤
率
へ
の
効
果

　
（
・
。
山
）
よ
り
、
へ
が
上
昇
す
れ
ぼ
～
は
低
下
す
る
。
へ
が
上
昇
す
れ
ぱ
Ｒ
は
低
下
し
消
費
需
要
は
下
落
す
る
が
、
～
Ｈ
Ｈ
を
保
っ

た
め
に
財
政
支
出
が
増
加
す
る
と
考
え
て
い
る
の
で
実
現
利
潤
率
は
上
昇
し
、
帖
は
低
下
す
る
の
で
あ
る
。
帖
は
増
加
し
ろ
は
減
少

す
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
へ
が
上
昇
し
た
初
期
（
０
期
）
を
考
え
よ
う
。
賃
金
所
得
一
単
位
の
低
下
は
財
市
場
の
消
費
需
要
を
宇
だ
げ
低
下
さ
せ
る
の
で
、

均
衡
回
復
の
た
め
に
財
政
支
出
が
宇
だ
げ
増
加
す
る
。
又
賃
金
所
得
一
単
位
の
低
下
は
債
券
供
給
を
（
↑
１
０
）
（
Ｈ
↓
一
）
だ
げ
減
少
さ

　
　
　
景
気
安
定
化
政
策
と
国
債
問
題
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
七
（
八
六
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
八
（
八
六
二
）

せ
る
。
他
方
政
府
の
税
収
は
、
賃
金
か
ら
利
潤
へ
の
一
単
位
の
所
得
移
転
に
よ
っ
て
“
「
“
Ｖ
◎
だ
げ
増
加
す
る
。
従
っ
て
政
府
は

債
券
需
要
量
を
＼
１
（
“
「
“
一
）
Ｖ
◎
だ
げ
増
加
さ
せ
、
初
期
の
帖
は
上
昇
す
る
。
企
業
の
債
券
需
要
減
は
（
Ｈ
↓
。
）
で
あ
る
か
ら
、

債
券
需
要
は
総
計
で
（
Ｈ
Ｉ
〔
）
（
Ｈ
１
“
Ｈ
）
だ
げ
減
少
し
、
家
計
の
債
券
供
給
減
と
一
致
し
、
よ
っ
て
初
期
の
ろ
は
低
下
す
る
。
以
上
の

よ
う
な
々
の
上
昇
に
よ
る
家
計
の
債
権
減
、
企
業
の
債
務
減
、
政
府
の
賃
務
増
は
そ
れ
に
伴
う
利
払
い
に
１
よ
る
所
得
の
再
分
配
と
債

権
債
務
関
係
の
変
更
を
も
た
ら
す
が
、
そ
の
方
向
性
は
へ
の
上
昇
に
よ
る
再
分
配
の
方
向
性
を
強
め
る
だ
げ
で
あ
る
。
従
っ
て
帖
は

上
昇
し
ろ
は
低
下
す
る
。

　
３
　
利
子
率
・
ｚ
の
効
果

　
・
ｚ
が
上
昇
す
れ
ば
企
業
の
利
抵
い
が
増
加
す
る
の
で
、
ユ
の
（
ｏ
◎
－
○
。
）
式
よ
り
～
は
上
昇
す
る
。
家
計
の
利
子
所
得
は
企
業
と
政
府

の
利
払
い
増
に
よ
っ
て
増
加
し
、
消
費
が
増
加
す
る
結
果
、
財
政
支
出
は
そ
れ
だ
げ
削
減
さ
れ
、
北
は
低
下
す
る
。

　
帖
は
次
の
三
つ
の
要
因
の
合
成
結
果
に
依
存
す
る
。
企
業
か
ら
家
計
へ
の
利
私
い
を
通
じ
る
再
分
配
に
よ
っ
て
生
じ
る
税
収
減
は

ブ
ラ
ス
に
、
財
政
支
出
減
は
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
し
、
両
者
の
総
合
効
果
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
（
企
業
か
ら
家
計
へ
の
利
払
い
に
よ
る
単
位

所
得
の
移
転
に
伴
っ
て
、
政
府
支
出
の
削
減
額
は
只
Ｈ
↓
－
）
、
税
収
減
は
“
「
“
－
で
債
権
需
要
は
（
只
－
Ｉ
ｅ
１
（
“
「
“
－
）
Ｖ
ｏ
）
だ
げ
滅
少
す
る
。

（
。
。
－
５
）
を
参
照
）
。
政
府
か
ら
家
計
へ
の
利
払
い
増
は
、
そ
れ
に
伴
う
財
政
支
出
減
と
税
収
増
を
考
慮
し
て
も
プ
ラ
ス
に
作
用
す
る

（
（
Ｈ
Ｉ
ｏ
）
（
Ｈ
１
、
－
）
Ｖ
◎
と
な
る
（
（
。
。
－
５
）
式
参
照
）
。
き
Ｑ
＼
§
の
符
号
は
、
（
ｏ
。
ー
お
）
よ
り
、
～
が
～
に
比
し
て
あ
る
程
度
よ
り
大
き
げ

れ
ば
政
府
の
利
抵
い
の
効
果
が
き
い
て
プ
ラ
ス
に
、
逆
の
場
合
は
財
政
支
出
減
の
効
果
が
凌
駕
し
て
マ
ィ
ナ
ス
に
た
る
。

　
帖
の
符
号
が
い
ず
れ
で
あ
れ
、
．
ｚ
の
上
昇
は
家
計
に
よ
る
債
券
供
給
を
増
加
さ
せ
、
企
業
に
よ
る
債
務
を
増
加
さ
せ
る
の
で
、
ろ

は
増
加
す
る
。



　
４
　
所
得
税
率
な
、
ら
の
効
果

　
む
の
引
上
げ
に
よ
る
家
計
か
ら
政
府
へ
の
単
位
支
払
い
増
加
の
効
果
を
検
討
し
ょ
う
。
家
計
で
は
単
位
収
入
の
減
に
ょ
っ
て
消
費

を
６
だ
げ
、
債
券
供
給
を
Ｈ
ぺ
だ
げ
減
少
さ
せ
る
。
財
市
場
を
均
衡
さ
せ
る
た
め
に
政
府
は
ｏ
だ
げ
支
出
を
増
加
さ
せ
る
。
従
っ

て
政
府
は
単
位
増
税
に
ー
よ
っ
て
Ｈ
ぺ
だ
げ
の
債
券
需
要
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
て
、
債
券
需
給
も
一
致
す
る
。
家
計
か
ら
政

府
へ
の
債
券
所
有
の
変
化
に
伴
う
利
払
い
の
変
化
は
、
債
券
所
有
の
変
化
方
向
を
強
め
る
結
果
と
な
る
。
企
業
の
所
得
は
影
響
を
う

げ
た
い
。

　
次
に
、
お
の
引
上
げ
に
１
よ
る
企
業
か
ら
政
府
へ
の
単
位
税
支
払
い
増
加
の
効
果
を
み
る
。
企
業
は
減
収
分
だ
け
債
券
需
要
を
増
加

さ
せ
る
。
政
府
は
、
財
政
支
出
は
影
響
を
う
げ
な
い
の
で
、
税
収
増
加
分
だ
げ
債
券
供
給
を
減
少
さ
せ
る
。
家
計
の
所
得
は
影
響
を

う
げ
な
い
か
ら
、
政
府
と
企
業
間
の
債
券
需
給
の
変
化
は
相
殺
さ
れ
て
、
ろ
は
変
化
し
な
い
。
債
務
所
有
の
変
更
に
伴
な
う
企
業
の

利
抵
い
増
、
政
府
の
利
払
い
減
は
、
企
業
か
ら
政
府
へ
の
再
分
配
を
強
め
る
結
果
と
な
る
。

　
５
　
消
費
性
向
６
の
効
果

　
家
計
の
消
費
性
向
の
上
昇
に
よ
っ
て
単
位
消
費
量
の
増
加
が
生
じ
た
と
し
よ
う
。
家
計
は
同
額
だ
げ
債
券
供
給
を
減
少
さ
せ
る
。

政
府
は
、
財
市
場
を
均
衡
さ
せ
る
た
め
に
財
政
支
出
を
一
単
位
減
少
さ
せ
、
従
っ
て
国
債
も
同
駅
減
少
さ
せ
る
結
果
、
債
券
市
場
も

縮
小
均
衡
す
る
（
６
の
低
下
）
。
こ
の
過
程
で
企
業
の
所
得
は
影
響
を
う
げ
な
い
。

　
所
が
、
家
計
の
債
券
保
有
量
の
減
少
は
利
子
所
得
の
減
少
を
、
従
っ
て
消
費
需
要
の
減
少
を
も
た
ら
し
、
初
発
の
消
費
需
要
増
加

を
蚕
食
す
る
。
そ
こ
で
単
位
消
費
増
に
－
よ
る
消
費
の
変
化
の
純
効
果
を
み
て
お
こ
う
。
単
位
消
費
増
Ｈ
単
位
債
券
保
有
減
に
よ
る
第

一
次
の
所
得
減
は
・
ｚ
で
あ
り
、
そ
の
結
果
債
券
保
有
量
は
（
Ｈ
ｌ
、
）
“
だ
け
更
に
減
少
し
、
所
得
は
（
Ｈ
ｌ
ｏ
）
、
だ
げ
低
下
す
る
。
所

　
　
　
景
気
安
定
化
政
策
と
国
債
問
題
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
九
（
八
六
三
）
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得
減
少
の
こ
の
過
程
は
、
初
項
・
ｚ
、
公
比
（
Ｈ
１
ｑ
）
“
の
無
限
等
比
級
数
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
“
＼
（
Ｈ
Ｉ
（
Ｈ
－
、
）
“
）

で
あ
り
、
従
っ
て
消
費
の
純
変
化
は

　
　
　
　
Ｈ
ｌ
、
＼
（
Ｈ
ｌ
（
Ｈ
Ｉ
ｏ
）
“
）
１
１
（
Ｈ
Ｉ
“
）
＼
（
Ｈ
ｌ
（
Ｈ
１
ｏ
）
“
）
Ｖ
◎

と
な
る
。
よ
っ
て
消
費
性
向
の
増
大
の
消
費
需
要
へ
の
純
効
果
は
プ
ラ
ス
と
な
る
。

　
　
　
三
八
○
（
八
六
四
）

利
子
所
得
減
の
総
額
は

Ｖ
　
不

均
衡
状
態

　
＆
の
不
均
衡
に
お
け
る
運
動
を
一
般
解
に
よ
っ
て
み
る
の
は
困
難
な
の
で
、
こ
こ
で
は
目
本
経
済
の
現
実
に
近
い
値
を
バ
ラ
メ
ー

タ
ー
に
と
ら
せ
た
場
合
の
。
・
｝
昌
己
斗
－
ｇ
の
結
果
を
検
討
し
よ
う
。
モ
デ
ル
の
ブ
ロ
グ
ラ
ム
と
計
算
結
果
の
一
部
は
末
尾
に
掲
げ
て

お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
図
－
以
下
の
各
図
か
ら
も
読
み
と
れ
る
よ
う
に
、
前
掲
１
の
モ
デ
ル
に
税
と
利
子
に
よ
る
所
得
の
再
分
配
を
考
慮
し
て
修
正
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

ユ
に
お
い
て
も
、
そ
の
均
衡
状
態
は
不
安
定
で
あ
り
、
現
実
経
済
が
均
衡
値
か
ら
乖
離
す
れ
ぱ
、
さ
し
あ
た
り
は
均
衡
値
か
ら
遠
ざ

か
っ
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
理
由
は
、
均
衡
近
傍
に
お
い
て
は
資
本
家
の
投
資
態
度
に
起
因
す
る
不
安
定
性
を
反
転
さ
せ
る
よ

う
な
機
能
を
財
政
政
策
が
果
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
均
衡
か
ら
の
乖
離
幅
が
あ
る
程
度
に
ー
達
す
る
と
財
政
支
出
の
抑
制
効

果
が
働
ら
い
て
、
＆
の
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
対
応
す
る
Ｈ
ぎ
宇
２
０
Ｈ
Ｏ
に
収
束
し
て
ゆ
く
。

　
＆
の
内
生
変
数
が
こ
の
定
常
的
な
循
環
運
動
に
お
い
て
と
る
値
の
平
均
値
が
、
＆
の
均
衡
状
態
に
お
げ
る
内
生
変
数
の
値
と
一
致

す
る
。
た
だ
し
、
～
、
柘
、
ろ
は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
に
お
い
て
は
不
均
衡
状
態
か
ら
－
ぎ
守
２
０
Ｈ
¢
へ
の
収
束
過
程
に
お
げ
る
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亀
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べ
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ビ
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４
　
　
、
、
、
べ
、

簿
醐

、
　
漣
＼
｝

ｗ
も｛事
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１
叫

ぺ

義
・

プ

、
鄭
蝋

｝｛
ミ

を

｛
、
■ガ

王
｝

、
が
さ

３
ホ
離

一
一
ｇ
乖

ｄ
に
へ

Ｌ
期
方

、
６
上

急
脇一と
臼

る
期
か

あ
で
３
３
＆

く
３
口
よ
を

助
刊
泌

欺
剛
期

ぺ
鰍
二
均
メ
わ
不

巧
２
，
乱

ノ
、
、
。

の
へ
刊
ｏ

　
　
つ
同

８
２
　
１
替
も

り
、
切
ｅ

限
・
と
鵬

い
ら
へ
Ｃ

た
０
５
の

ら
、
Ｏ
下

断
・
・
０
・
以

に
＆
５
，
パ

特
箒
樹

掻
乱
を
受
げ
る
の
で
、
ら
の
均
衡
値

か
ら
は
そ
れ
だ
げ
乖
離
す
る
こ
と
に

た
る
。

　
ー
　
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
比
較

　
　
動
学
的
検
討

１表

　
ユ
に
お
い
て
、
ｇ
、
ツ
な
ど
の
運

動
速
度
を
決
め
る
反
応
係
数
刀
、
ぴ

は
一
定
と
考
え
て
い
る
か
ら
、
振
幅

が
拡
大
し
循
環
軌
道
の
距
離
が
増
大
す
る
に
っ
れ
て
周
期
も
拡
大
す
る
こ
と
に
改
る
。

　
＆
が
大
き
い
程
仏
は
小
さ
く
、
総
需
要
に
占
め
る
不
安
定
項
と
し
て
の
投
資
の
割
合
が
安
定
項
で
あ
る
財
政
支
出
よ
り
も
拡
大
す

　
　
　
景
気
安
定
化
政
策
と
国
債
問
題
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
一
（
八
六
五
）
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る
の
で
－
昌
岸
６
着
Ｈ
ｏ
の
振
幅
は
拡
大
す
る
。
周
期
は
、
図
１
の
場
合
、

減
少
し
て
い
る
（
末
尾
の
計
算
例
を
参
照
の
こ
と
）
。
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三
八
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（
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筆
リ
◎
・
Ｈ
ｖ
◎
・
◎
富
リ
◎
・
富
に
応
じ
て
湯
リ
◎
◎
ト
リ
富
へ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ｚ
が
大
き
い
程
、
続
需
要
に
ー
占
め
る
消
費
支

蓼
驚
　
　
翰

　
　
　
　
扉

　
　
　
　
　
迂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
の
割
合
は
増
大
し
、
投
資
乗
数
は
大
き
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の
で
不
安
定
化
を
強
め
る
。
他
方
、
・
ｚ
が
大

　
　
　
　
一
　
き
い
拝
奈
さ
く
貢
総
需
要
の
安
定

　
　
　
　
仰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
項
の
の
ぎ
屋
が
縮
小
す
る
の
で
、
振
幅
は
拡

　
　
　
　
庁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
す
る
。
打
の
振
幅
へ
の
効
果
は
．
ｚ
の
そ
れ
と

　
　
　
　
ｗ

　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
逆
で
あ
る
。
む
の
変
化
は
財
市
場
の
需
要
構
成

　
　
　
　
　
　
戸
　
　
を
変
え
な
い
の
で
振
幅
も
変
化
し
な
い
。
へ
の

　
　
　
　
竹
　
　
　
　
効
果
も
・
ｚ
の
そ
れ
と
逆
で
あ
る
。
６
の
効
果
は

　
　
　
　
ｗ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ｚ
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
目
本
経
済
へ
の
若
干
の
適
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
じ
　
ま
ず
目
本
経
済
の
高
度
成
長
期
か
ら
始

　
　
　
　
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
る
。
後
の
時
期
と
比
較
す
る
た
め
に
、
こ
の

ダ
仁
ぎ
　
　
　
時
期
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
概
略
値
を
基
準
値
と

、
（
§
紅
べ
繁
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
よ
う
。
基
準
値
は
、
ｑ
ｌ
Ｉ
◎
・
ｏ
．
９
灼
１
１
◎
・
一
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岬
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、
烈

　
　
　
・
４
、
事
く
メ
ベ
込
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
剛

　
　
　
　
　
　
？
３
・
　
ミ
一
　
　
　
　
　
　
　
滅
憲
娑
甘
、
斌
嵩
、
嵩

０
１
－
ｏ
』
一
“
１
１
◎
．
◎
９
，
１
１
◎
．
Ｈ
ド
戸
１
ｌ
〇
一
ド
い
１
１
◎
」
と
す
る
。

　
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
が
基
準
値
を
と
っ
て
お
れ
ば
、
表
２
よ
り
、
政
府
支
出
べ
１
Ｉ
ｏ
・
８

　
　
　
景
気
安
定
化
政
策
と
国
債
問
題
（
北
野
）

ヌ
　
　
　
ズ

　
／
　
　
　
　
二
一

　
　
〆
　
　
　
で
　
ス

　
　
　
ぶ
　
　
甲

　
　
　
　
　
　
榊
き

ミ
、
：
測
一
．
↓
主
、
、
．
｝
べ
、
ギ
恥

　
　
芸
“

　
　
　
　
　
　
舳

　
　
　
　
　
　
ズ

∴
埠
プ

　
　
　
一
＼
　
仰
、
＝

　
　
　
　
　
　
一
一

　
　
　
一
へ

　
　
　
災
　
　
　
甲

４
．
　
　
べ
．
紬
一
く
鈴
葦

　
＝
ユ
～
　
　
ぎ
こ

、
仙
ら
紅
Ｘ
い

　
　
　
　
　
４

　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
！
一

　
　
　
　
＼一
ン

亙
ｓ

は
税
収
と
見
合
っ
て
お
り
、

　
　
　
三
八
三
（
八
六
七
）

’
ギ

音
・
，

ｋ
．

’
～
、

“
廿
◎
で
あ
る
。
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立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

彩
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姜
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／
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／
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．
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一
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ぶ

　
　
　
　
　
　
　
ｗ

、
ぎ
く
　
　
　
　
　
一
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．
一
言
ジ
・
べ
紬
、
、
樽
紅

　
ゼ
以
｝
“
　
撃
Ｊ

．
４
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
、
、

　
　
近
へ
も

　
　
帖

　
“
一
　
篶

亮
．

“鱗
“
、

マ
：

～

書
・｝
む

一
炎

．
一

！

｝

“バ
〆

丁
！

、）
ハ〉へ

〆彩 ｝

ｏ
・
串

窪
∴

　
＼
、
言

　
／
　
、
山

）
ま

　
／
　
二

　
〆
　
中

　
　
一
一
く
一
ｒ

　
ノ
一
舳
＼
ド

　
　
ニ
、
？

〆

＼
〆へ
　
一
む

～ヘ
　
ニ

ノ
　
　
ｗ

＼一
　
フ

　
　
　
ザ
舌

入
　
、
、
山

４
き～

　
が

へ

　
が

扱火

斗
剛
、

ギ

…
、
、

ズ
川ぶ

一
、

一
、 山

帖

　
　
　
　
浅

　
　
　
舳

　
　
　
Ｙ

　
　
　
二

　
　
　
ｒ

　
　
　
一
、
・

　
　
　
ザ

　
　
　
ｗ

　
　
　
ｗ

　
　
　
…

　
く
…
如
、
一

　
欄
　
喧
亨
．
、

一
　
誓
、
＾

合場の９０ウ８０＝
ｏ６図

三
八
四
（
八
六
八
）

家
計
と
企
業
と
の
問
に
は
分
配
構
造
と
支
出
構
造
と
の
電
り
が
存
在
し
て
お
り
、

資
と
す
る
資
金
供
給
“
１
１
◎
・
偉
に
よ
っ
て
均
衡
さ
せ
て
い
る
。
亭
Ｈ
◎
・
宣
は
企
業
の
外
部
資
金
依
存
度
を
示
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
裟
裟
　
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
で
、
三

４
ユ
撒
“
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
々
　
　
　
　
　
　
　
ノ

・
ぎ
｛
崇
・
爽
↓
　
　
　
　
＼

　
　
一
｛
一
、
言
　
敏
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
　
　
　
叩

　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
、
　
　
｛
＼
千

室
ミ
讐
ぺ
一
　
　
　
慧
、
｝
琴
ギ
外

企
業
の
支
出
超
過
を
、
家
計
の
貯
蓄
超
過
を
源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
済
の
証
券
化
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１
１
一
７
４
３
４

Ｚ
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０
７
４
９
４

４
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４

Ｆ
Ｊ
８
２
４
１
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４

［
ｏ
４
３
４
２

●

■
　
　
・
　
　
●
　
　
●

Ｅ
Ｊ
０
Ｊ
９
＾
９
３

ｏ

４
２
１
４
２

ろ

Ｏ

・
　
　
■

■

一
一
一
一
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４

１
↓
７
４
３
４

ｃ

４

０
７
４
９
４

ろ

●

９

一
」
Ｕ
７
Ｑ
リ
９
８

北

０

０
０
１
０
０

・
　
　
●
　
　
■

，

１
、

値

均
平
値
の
定
数
想
変
の
生
タ
内
一

）
）
）
）
）

値
○
乙
〔
ｕ

１
■
０
２
４
８

．
　
　
●
　
　
■
　
　
●
　
　
●

↑
↑
↓
↓
↑

準

（
（
（
（
（

６０
１
４
８
９

・
　
●
　
■
　
・
　
●

メ

基

＝
一
一
＝
＝
一
一

一
フ

ベ
ノ

合場の
０
５

０
・

ウ
７
５０

０
一

ウー

０
・

＝＊ｇ３表

Ｚろ恥

ろ
ｏ

北

４４
■４

４Ｏ４４
■

９０
■

９５
■

９５
■

２５ ２
一

』

．
２
一

７
‘
　
１
■

Ｏ　
Ｌ

１
１
　
り
山

１
↓
　
　
１
■

１
■

＝＊ｇ

５７０＝＊ｇ

５０＝＊ｇ

っ
て
、
北
は
上
昇
し
、
総
需
要
に
占
め
る
財
政
支
出
の
割
合
は
増
加
す
る
。

せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
結
果
、
景
気
変
動
の
振
幅
は
縮
小
す
る
も
の
の

主
体
は
企
業
か
ら
政
府
へ
と
変
化
し
、
企
業
は
穿
１
１
切
“
で
は
資
金
の
供
給
主
体
へ
と
変
化
す
る
。

し
、
経
済
の
証
券
化
率
２
も
上
昇
す
る
。

閉
　
そ
こ
で
、
支
出
構
造
の
変
化
に
対
応
さ
せ
て
分
配
構
造
も
変
化
さ
せ
、
国
債
の
累
積
化
、
経
済
の
証
券
化
現
象
を
緩
和
さ
せ

る
手
段
を
考
え
て
み
よ
う
。
穿
１
１
切
“
の
時
に
ー
、
分
配
構
造
に
関
係
す
る
各
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
値
を
変
化
さ
せ
た
時
の
効
果
が
表
４

　
　
　
景
気
安
定
化
政
策
と
国
債
間
題
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
五
（
八
六
九
）

率
Ｚ
も
◎
．
偉
で
あ
る
。

　
＆
が
１
０
％
と
い
う
高
度
成
長
期
に
お
い
て
、
分
配
構
造
を
示
す

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
が
基
準
値
と
異
な
る
値
を
と
っ
た
場
合
の
支
出
構

造
、
各
主
体
問
の
債
権
・
債
務
関
係
、
経
済
の
証
券
化
率
な
ど
の

変
化
は
表
２
、
図
２
～
６
に
示
さ
れ
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
表
２
は
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
ー
よ
る
比
較
静
学
的
検
討
を
行
っ
た

皿
節
の
表
１
と
同
じ
方
向
の
変
化
を
示
し
て
い
る
。

　
吻
　
次
に
．
、
目
本
経
済
の
潜
在
成
長
率
が
低
下
し
、
企
業
の
投

資
支
出
か
ら
政
府
の
財
政
支
出
へ
と
支
出
構
造
が
変
化
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
分
配
構
造
が
不
変
に
留
ま
る
と
し
た
場
合
の
結
果

は
表
３
と
図
１
に
１
示
さ
れ
て
い
る
。
潜
在
成
長
率
＆
の
低
下
に
伴

　
　
　
　
低
成
長
に
伴
な
い
政
府
は
景
気
の
安
定
化
政
策
を
強
化

　
　
「
大
き
た
政
府
」
は
不
可
避
と
た
る
の
で
あ
る
。
資
金
需
要

　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
計
の
債
権
保
有
率
ろ
も
上
昇

、
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立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
輪
裟
・
”
．
這
；
バ

一
い
、
∴

黒
払
、

３
～
、

３妻ｉ
気

葦
“
、
舳

鐵簑

総釜乃笥べ泌
粂

一
．
叩
，
§コ

高

一
“

繁
．
杣

ふ

図
７

　
◎

、

、
概
榊
、
、
ざ
驚

婁
４
絵

ｘ
＼
州

．
湊

　
　
　
　
ぶ
　
．

　
　
　
　
雫

　
　
　
　
§

　
一
　
　
｝

　
～

　
　
　
　
“
．
’

　
　
　
　
３

　
　
　
　
“
“

　
　
　
　
　
＾

　
　
　
　
　
、

　
　
一
　
　
洲

　
一
　
ｈ

弩
シ
」
一

姦
感
姿
て
が
濠
一
鳶

“

合場
の
　
主
劣
１
５９ウ一

、
！

＝

・
２

　
‘
１
俳
、
一

％
１

５
　
　
一
＝
　
岬

＊
　
　
一
・

ｇ
　
’

８
図
１

三
八
六
（
八
七
〇
）

　
　
　
蛤
姦

＾
坦

心

｛
－

漉

魚
“．、
｝

紅 靖マ
ー
』

§
、

蟹

一
葵
鼠
。

１
、

ミ

甲
～１

咄

薯
．
ヨ
＾

“
篶

忽
、
舳

繁

良
脇

鮒
魯、

必
隻

釧
搬閉

事

ｒ

８
に
示
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
こ
れ
を
順
次
検
討
し
よ
う
。

へ
の
効
果

　
．
い
、
　
藁
亨

む
嚢
ふ
茜
、
慈
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．
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．
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一
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Ｈ
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一
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．
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Ｉ
Ｈ
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Ｉ
Ｏ
Ｏ

Ｉ
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１
一
』

－
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ー
ト
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Ｉ
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一
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．
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．
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ｏ

Ｎ
．
べ

Ｎ
．
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Ｈ
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ｏ

．
ｏ

｝
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ｏ

Ｈ
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Ｈ
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ｏ
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一
〇

一
．
Ｈ

Ｈ
．
Ｈ

．
ｏ

一
〇
〇

一
り

．
ｏ

●

り

Ｈ
．
閉

一
り

．
ト

一
違

Ｎ

ド
Ｈ

Ｈ
』

Ｈ
．
ま

Ｈ
．
ト

Ｎ
．
Ｈ

８

Ｎ
．
Ｎ

Ｎ
．
Ｈ

Ｎ
．

閉
．
仁

Ｎ
一
Ｈ

●

ｏ

Ｎ
．
べ

Ｎ
．
Ｈ

－
一
〇

．
違

　
＆
の
１
０
％
か
ら
５
％
へ
の
半
減
に
対
応
さ
せ
て
、
へ
も
１
２
％
か
ら
６
％
へ
半
減
さ
せ
た
場
合
を
検
討
し
よ
う
。
家
計
に
関
し
て
は
、

へ
の
減
少
は
利
潤
か
ら
賃
金
へ
の
所
得
再
分
配
を
意
味
す
る
か
ら
、
家
計
の
消
費
需
要
の
争
胃
ｏ
は
増
大
す
る
。
又
、
＆
の
低
下

も
仙
の
低
下
も
共
に
ろ
を
増
大
さ
せ
る
。
次
に
企
業
に
関
し
て
は
、
＆
の
減
少
は
資
金
需
要
を
減
少
さ
せ
、
へ
の
減
少
は
資
金
需
要

を
増
加
さ
せ
る
が
、
両
者
の
合
成
結
果
と
し
て
～
は
高
成
長
期
（
穿
１
ｌ
Ｈ
◎
ぎ
～
１
ｌ
Ｓ
“
）
の
◎
．
長
か
ら
ｏ
．
お
へ
と
増
大
す
る
。
両

老
の
合
成
結
果
と
し
て
帖
が
増
大
す
る
の
は
な
畦
か
。
こ
の
点
を
分
析
す
る
た
め
に
．
ユ
の
全
徴
分
式
（
。
。
－
ｏ
。
）
に
お
い
て

　
　
　
　
寺
共
１
１
註
筆
　
　
　
、
１
１
－
浦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
Ｈ
）

と
お
げ
ば
、

　
　
　
　
き
Ｑ
ｌ
ｌ
、
、
穿
十
“
宇
共
１
１
（
“
十
～
“
《
穿

で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
、
ド
ー
　
Ｈ
　
口
－
亭
↓
（
Ｈ
Ｉ
§
～
（
一
↓
ｑ
）
↓
（
Ｈ
よ
）
～
◎
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

　
　
　
　
、
筆
－
内
－
“
（
Ｈ
Ｉ
£

　
　
　
景
気
安
定
化
政
策
と
国
債
問
題
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
七
（
八
七
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
八
（
八
七
二
）

と
な
る
。
（
甲
Ｎ
）
に
お
い
て
、
（
Ｈ
ｌ
亭
）
は
＆
の
増
加
に
よ
る
～
の
増
分
を
示
す
。
早
１
Ｉ
Ｈ
で
あ
れ
ほ
企
業
は
投
資
資
金
の
全
額
を

借
入
れ
で
ま
か
な
っ
て
お
り
、
従
っ
て
駄
が
増
加
し
て
も
～
は
１
よ
り
増
加
す
る
こ
と
は
な
い
。
逆
に
亭
１
１
◎
な
ら
、
み
の
増
加
は

そ
れ
と
同
率
の
借
入
れ
増
、
す
な
わ
ち
１
と
な
る
。
（
Ｈ
ー
む
は
へ
の
増
加
に
よ
る
資
金
需
要
減
の
効
果
を
示
す
。
現
在
考
え
て
い

る
ヶ
－
ス
で
は
」
内
１
１
◎
．
◎
９
寺
１
１
◎
．
畠
で
あ
る
か
ら
、
～
１
Ｉ
Ｈ
』
と
な
り
、
ポ
ー
１
◎
．
ト
亭
１
１
◎
．
農
を
考
慮
す
れ
ば
（
甲
心
）
は
負

と
な
り
、
先
の
結
論
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
最
後
に
政
府
に
関
し
て
は
、
み
の
減
少
は
北
を
増
大
さ
せ
る
が
、
へ
の
減
少
は
消
費
需
要
の
増
大
に
よ
っ
て
北
を
減
少
さ
せ
る
。

両
者
の
合
成
結
果
と
し
て
北
は
高
度
成
長
期
の
◎
．
８
か
ら
◎
．
ｏ
。
。
へ
と
低
下
す
る
。
こ
の
原
因
を
分
析
す
る
た
め
に
、
先
の
場
合
と
同

様
に
（
甲
Ｈ
）
を
仮
定
す
れ
ぱ
、

　
　
　
　
卜
１
ｌ
Ｉ
Ｈ
＋
　
。
一
Ｈ
ー
ミ
い
　
十
、
　
　
内
　
　
～
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
一
甲
。
・
）

　
　
　
　
、
撃
　
　
　
　
灼
１
“
（
Ｈ
Ｉ
“
－
）
（
Ｈ
ｌ
ｑ
）
　
灼
－
只
Ｈ
－
“
－
）
（
Ｈ
Ｉ
、
）

と
な
る
。
、
１
Ｉ
Ｈ
＼
１
１
◎
で
あ
れ
ぱ
、
企
業
の
投
資
減
と
家
計
の
消
費
増
と
が
相
殺
す
る
結
果
、
尤
は
一
定
に
留
ま
る
。
、
Ｍ
ポ
“
Ｖ
◎

は
（
蜆
山
）
が
正
で
あ
る
た
め
の
十
分
条
件
で
あ
る
。
こ
う
な
る
主
要
な
理
由
は
、
企
業
の
利
潤
や
利
子
所
得
の
変
化
は
企
業
の
支
出

の
変
化
を
引
起
さ
な
い
と
想
定
さ
れ
て
い
る
の
に
ー
対
し
て
、
家
計
の
所
得
変
化
は
支
出
の
変
化
を
引
起
す
点
に
あ
る
。
現
在
扱
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
で
あ
れ
ば
、
、
１
１
－
二
１
１
◎
の
場
合
に
比
し
て
、
企
業
の
利
払
い
掛
は
支
出
に
影
響
し
た
い
の
に
、
家
計
の
利
子
収
入
増

は
消
費
支
出
を
増
加
さ
せ
、
そ
の
結
果
北
は
低
下
す
る
の
で
あ
る
。

　
政
府
の
財
政
支
出
減
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
利
潤
か
ら
賃
金
へ
の
所
得
再
分
配
に
よ
る
税
収
減
の
効
果
の
方
が
大
き
い
た
め
に
、
帖

は
増
大
す
る
。
こ
の
結
果
は
（
甲
Ｈ
）
を
仮
定
し
て
導
出
さ
れ
た
（
甲
ト
）
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
き
Ｑ
　
Ｈ

　
　
　
　
剣
－
司
冥
工
・
一
一
、
↓
ミ
一
十
一
工
一
一
と
一
口
・
干
実
。
一
工
・
一
・



　
　
　
　
　
　
、
「
む
（
内
↓
（
Ｈ
ｌ
３
（
Ｈ
１
０
）
）
｝
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
ト
）

　
経
済
の
証
券
化
率
２
は
、
へ
の
低
下
に
伴
っ
て
低
下
す
る
が
、
高
度
成
長
期
の
◎
・
長
に
比
べ
る
と
Ｈ
・
富
と
高
ま
る
。

　
◎
　
・
¢
の
効
果

　
ま
ず
、
＆
の
１
０
％
か
ら
５
％
へ
の
低
下
に
対
応
さ
せ
て
、
乞
を
５
％
か
ら
２
％
へ
低
下
さ
せ
た
場
合
を
考
え
よ
う
。
利
子
率
の
引

下
げ
は
政
府
と
家
計
・
企
業
問
に
お
げ
る
債
権
・
債
務
関
係
を
、
従
っ
て
経
済
の
証
券
化
を
緩
和
さ
せ
る
。
家
計
の
利
子
所
得
の
低

下
は
家
計
の
消
費
支
出
を
低
下
さ
せ
、
そ
の
補
償
措
置
と
し
て
政
府
は
北
を
増
加
さ
せ
る
。
財
政
支
出
の
増
加
に
・
も
か
か
わ
ら
ず
財

政
赤
字
の
利
抵
い
負
担
が
減
少
す
る
の
で
、
柘
は
低
下
す
る
。
利
子
率
の
引
下
げ
に
よ
っ
て
～
の
方
が
ろ
よ
り
縮
小
度
が
強
い
の
は
、

企
業
は
利
子
所
得
を
全
額
貸
付
げ
に
ま
わ
す
の
に
対
し
て
、
家
計
は
そ
の
一
部
を
消
費
に
ま
わ
す
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
、
＆
の
１
０
％
か
ら
５
％
へ
の
低
下
に
、
も
か
か
わ
ら
ず
、
・
ｚ
が
５
％
か
ら
ｏ
・
閉
劣
へ
と
上
昇
し
た
場
合
を
検
討
し
よ
う
。
表
４

と
図
８
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
１
、
財
市
場
に
１
お
い
て
は
、
体
系
の
内
生
変
数
は
均
衡
値
を
中
心
に
一
定
の
－
昌
岸
．
２
ｏ
Ｈ
¢
上
を
安
定

的
に
運
動
し
て
い
る
。
所
が
資
金
市
場
に
お
い
て
は
、
ぴ
９
～
↓
十
３
亭
↓
１
８
と
中
長
期
的
に
発
散
し
て
い
る
。
ぎ
↓
８
と
は
、

国
債
残
高
が
単
に
１
量
的
に
増
加
し
て
い
る
と
か
、
○
オ
巾
に
占
め
る
比
率
が
よ
り
高
く
な
っ
た
と
い
う
に
留
ま
ら
ず
、
資
本
。
。
け
。
。
斤

量
や
ｏ
オ
勺
の
平
均
増
加
率
よ
り
も
高
い
率
で
傾
向
的
に
増
加
し
て
お
り
、
債
権
．
債
務
関
係
が
有
彩
資
産
に
比
し
て
増
加
し
て
ゆ

く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
こ
の
原
因
を
検
討
し
よ
う
。
財
市
場
は
平
均
的
に
均
衡
状
態
に
あ
る
か
ら
、
（
甲
旨
）
よ
り

　
　
　
　
筆
－
一
工
÷
￥
－
垂
・
巾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
岬
、
岬
一

で
あ
る
。
こ
こ
で
斗
１
１
筆
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
式
は
坊
の
一
階
微
分
方
程
式
と
な
る
。
こ
れ
を
整
理
す
る
と

　
　
　
　
景
気
安
定
化
政
策
と
国
債
問
題
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
九
（
八
七
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
．
第
三
．
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
〇
（
八
七
四
）

　
　
宍
、
．
。
「
ト
、
、
．
。
、
十
吋
１
１
◎
　
旨
…
専
・
ト
…
（
Ｈ
↓
心
）
“
饒
１
１
（
（
Ｈ
↓
｝
）
～
１
箏
｝
お
　
　
　
（
甲
ｏ
）

と
な
る
。
そ
こ
で

　
　
｝
…
§
．
ｓ

　
　
ｋ
＋
（
内
ー
ト
）
ｋ
＋
吋
１
１
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
べ
）

と
な
る
か
ら
、
こ
れ
を
解
け
ば

　
　
一
ご
灼
十
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ

　
　
，
１
ｌ
Ｏ
～
１
（
ｑ
．
』
）
、
１

　
　
　
　
　
　
　
灼
－
ト

　
　
　
　
　
　
向

　
　
べ
１
Ｉ
Ｏ
～
』
、
１
　
　
～
睾

　
　
　
　
　
　
内
ー
ト

　
　
冨
一
灼
１
ー
ト

　
　
、
１
Ｉ
Ｏ
Ｉ
専

　
　
べ
１
Ｉ
Ｏ
～
Ｓ
Ｉ
向
汀
Ｓ

を
え
る
。
初
期
条
件
を
毫
Ｑ
〈
◎
と
す
れ
ば

　
　
一
ご
灼
十
ト

鴫
工
吋
、
・
礼
斗
、
、
－
札
吋
。
、

冨
一
内
１
ー
ト

（
切
よ
）

（
甲
ｏ
）



　
　
　
　
ｂ
Ｑ
Ｈ
由
ｑ
。
～
ｓ
Ｉ
史
～
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

と
な
る
。
そ
こ
で
亭
川
饒
ｑ
＼
丙
の
運
動
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
３
◇
午
一
工
一
夢
－
－
｝
仙
牢
甘
榊
く
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吋
ｏ

　
　
　
　
宮
一
甲
（
Ｈ
よ
）
¢
〒
邸
上
一
Ｈ
↓
一
、
半
－
邑
丁
－
８
　
　
　
　
　
　
　
（
岬
１
Ｈ
◎
一

　
　
　
　
冨
一
内
・
一
一
－
言
工
辛
一
吏
琉
洲
、
一
さ
－
芋
予
－
－

内
Ｖ
（
Ｈ
Ｉ
“
。
）
“
で
あ
れ
ぱ
、
～
は
｛
の
（
。
。
山
）
に
よ
り
決
ま
る
～
の
値
に
収
束
す
る
。
内
１
〈
（
Ｈ
↓
旧
）
“
で
あ
れ
ぼ
～
は
１
８
に
。
発
散

す
る
。
（
Ｈ
↓
Ｎ
）
｛
と
は
企
業
の
証
券
投
資
に
よ
る
税
引
後
の
収
益
率
で
あ
る
。
現
在
の
場
合
、
企
業
は
利
子
所
得
を
全
額
証
券
へ

再
投
資
す
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
、
坊
の
自
己
増
確
率
は
（
Ｈ
↓
一
）
“
と
な
り
、
そ
れ
が
資
本
ぎ
黒
の
増
加
率
＆
を
上
回
る
こ
と

か
ら
帖
が
１
８
へ
発
散
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
家
計
の
ろ
が
一
定
に
留
ま
る
理
由
は
、
家
計
の
証
券
投
資
に
ょ
る
純
収
益

率
は
（
Ｈ
Ｉ
３
“
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
証
券
へ
再
投
資
さ
れ
る
割
合
は
（
Ｈ
Ｉ
○
）
で
あ
り
、
従
っ
て
家
計
の
保
有
す
る
証
券
の
自

己
増
稚
率
は
（
Ｈ
ｌ
〔
）
（
Ｈ
ー
む
“
と
な
り
、
＆
よ
り
も
小
さ
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
た
、
ら
、
ｏ
の
効
果

　
＆
の
１
０
劣
か
ら
５
％
へ
の
半
減
に
対
応
さ
せ
て
、
れ
を
２
０
％
か
ら
３
０
％
へ
５
０
％
引
上
げ
て
み
る
。
家
計
の
可
処
分
所
得
の
減
に
よ

り
、
消
費
支
出
と
資
金
供
給
ろ
は
減
少
す
る
。
政
府
の
税
収
は
増
加
す
る
が
、
家
計
の
消
費
支
出
減
を
補
な
う
た
め
に
財
政
支
出
久

を
増
加
さ
せ
ね
ぼ
た
ら
ず
、
帖
の
低
下
は
ド
か
ら
ド
Ｈ
へ
と
僅
か
に
留
ま
る
。
２
も
同
じ
理
由
で
帖
と
同
額
の
減
少
に
留
ま
る
。

　
次
に
ら
を
４
０
％
か
ら
６
０
％
へ
五
割
引
上
げ
て
み
る
。
企
業
か
ら
政
府
へ
の
所
得
の
再
分
配
に
よ
っ
て
、
企
業
は
資
金
の
供
給
主
体

　
　
　
景
気
安
定
化
政
策
と
国
債
問
題
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
一
（
八
七
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
二
（
八
七
六
）

（
苧
１
－
Ｉ
Ｈ
』
）
か
ら
僅
か
（
亭
１
１
◎
．
Ｈ
）
と
い
え
資
金
の
需
要
主
体
に
変
り
、
帖
、
２
は
ド
Ｈ
か
ら
◎
・
り
へ
と
大
幅
に
低
下
す
る
。

　
な
、
ら
の
５
０
劣
引
上
げ
に
ょ
る
～
、
２
の
引
下
げ
効
果
は
ぢ
の
方
が
相
当
大
き
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
原
因
の
一
っ
は
、
我

々
の
モ
デ
ル
で
は
、
企
業
の
支
出
行
動
（
投
資
）
は
分
配
と
独
立
に
な
っ
て
お
り
、
分
配
の
変
化
は
資
金
需
給
に
だ
げ
影
響
す
る
よ

う
に
た
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
家
計
の
支
出
行
動
は
分
配
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
消
費
性
向
ｏ
を
◎
・
ｏ
。
か
ら
◎
・
ｏ
へ
引
上
げ
れ
ぱ
、
財
政
支
出
力
の
減
少
は
◎
・
Ｈ
畠
か
ら
◎
．
畠
へ
僅
か
に
留
ま
る
が
、

～
、
ろ
、
２
は
共
に
◎
・
蜆
だ
げ
減
少
し
、
債
権
・
債
務
関
係
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
に
は
一
定
の
効
果
が
う
か
が
え
る
。

　
　
附
１
　
ら
の
比
較
静
学
の
計
算

ｐ
穿
１
１
（
Ｈ
ｌ
£
（
～
ー
き
ｑ
）
十
恩
ｑ

ｑ
１
１
９
（
ｑ
Ｉ
、
共
十
き
）
十
内
半
十
、

註
１
１
戸
（
ｑ
Ｉ
～
十
“
）
）
十
８
（
～
－
き
ｑ
）
十
（
筆
１
“
）
８

｝
１
－
苧
十
ぎ

内
－
只
Ｈ
１
£

　
　
、

“
（
“
－
１
“
６
９
）

十

、
１
亭

　
◎

１
、
十
亭

　
　
◎
　
　
　
◎

　
　
ミ
　
　
　
Ｈ

サ
“
十
内
１
｝
　
Ｉ
Ｈ

呉
十

§
ｑ

き
Ｑ

、
暑

　
（
一
１
、
旧
）
亭

　
　
－
言

１
、
も
十
害
ｑ
＋
“

Ｈ
Ｉ
苧

ｌ
Ｈ

１
“

§
十

膏
半
十

－
（
Ｈ
↓
｝
）

　
ベ

サ
ー
い

　
　
　
　
◎

１
（
Ｈ
Ｉ
む
（
ｑ
ｌ
、
十
§

　
　
　
　
◎

寺
半
十き

　
　
　
◎

－
只
ｑ
Ｉ
、
十
き
）

Ｉ
ｑ
＋
、
－
き

（
ｏ
。
山
）

（
Ｏ
。
止
）

（
ｏ
。
ふ
）

（
ｏ
。
ふ
）章

（
。
。
１
◎
。
）



　
一
」
一
Ｈ
１
（
内
１
“
（
Ｈ
ー
ポ
）
）
（
灼
－
“
（
］
１
１
“
）
（
Ｈ
ｌ
ｏ
）
）
〈
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
）

　
　
　
　
　
　
Ｈ
Ｉ
苧
　
　
◎
　
　
　
◎

§
Ｆ
Ｈ

剣
－
司
　
１
Ｈ
　
　
，
　
　
　
　
Ｈ
ぞ
（
Ｈ
ｌ
亭
）
（
内
－
只
Ｈ
１
３
（
Ｈ
１
。
）
）
Ｖ
◎

　
　
　
　
　
　
１
｝
Ｑ
　
“
“
十
内
１
“
　
ｌ
Ｈ

　
　
　
　
　
　
内
１
“
（
］
１
ー
ポ
）
　
］
ｌ
ｌ
｝
ｑ
　
　
Ｏ

、
早
　
Ｈ

剣
Ｈ
ヨ
　
、
　
１
一
デ
ー
一
工
一
工
し
一
一
王
・
一
－
一
ｒ
§
一
。
よ
・
一
一
－
。
一
一
・
一
く
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
“
（
“
１
“
）
　
　
　
１
｝
Ｑ
　
　
Ｉ
］
１

こ
こ
で
、
Ｖ
計
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
内
１
“
（
］
ｌ
Ｉ
、
岨
）
　
　
　
◎
　
　
　
］
．
１
｝
ｑ

、
暮
　
Ｈ

Ｉ
ｌ
ｌ
　
　
　
　
＼
“
　
　
　
　
　
　
べ
“
　
　
　
　
Ｉ
Ｈ

膏
－
一
と

　
　
　
　
　
　
“
（
“
１
計
）
　
　
“
古
十
内
１
“
　
１
｝
Ｑ

　
　
　
　
Ｈ

　
　
－
ヨ
一
一
ヱ
一
工
・
一
一
一
－
を
・
章
工
一
・
一
エ
ミ
一
↑
一
十
§

　
　
　
　
Ｈ

　
　
Ｈ
亘
軒
１
“
（
Ｈ
ｌ
“
）
｝
｛
灼
１
（
Ｈ
１
“
・
）
～
（
Ｈ
－
。
十
。
｝
）
｝

　
　
Ｈ
（
（
Ｈ
Ｉ
“
）
“
（
］
１
Ｉ
Ｏ
）
１
灼
十
（
］
１
１
“
）
ｑ
ミ
｝
＼
｛
灼
１
“
（
］
１
ー
ご
）
（
］
１
１
０
）
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
（
］
１
１
、
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